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家畜糞尿を材料としたバイオガスプラントから
排出される廃棄物の堆肥化に関する基礎的研究
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要約 : 家畜糞尿からメタンガスを回収するバイオガスプラントは すべての処理が密閉槽内で行われるため
臭気対策の点においても有効な処理方式である しかし 発酵前後に排出される大量の搾汁分離かすや汚泥
の処理問題が残る 本研究は これらの廃棄物の堆肥化を図るにあたり まず それぞれの廃棄物の特性を
明らかにする目的で 総量 +*kg規模程度の基礎的試験を実施した その結果 + 搾汁分離かすのみの調製
では 調製後の温度上昇は大きいが乾燥しやすい特性を持つこと , 搾汁分離かすに汚泥を混合することに
よって水分含有率が維持されること -汚泥の混合比率が高い場合は稲藁ないし米糠を加えることによって
温度上昇が大きくなること 特に . 稲藁を加えた場合は混合量が少量でも温度上昇は大きくなることを明
らかにした





























バイオガスプラント施設 以下 プラント と称す に
は 本学農学部畜産学科の実験動物舎から排出される糞尿
豚 山羊 緬羊 鶏 兎 犬 鼠などの混合 が +日あ
たり約 +/*kg投入されているこれらの糞尿はまず混合
し カッタで粉砕した後 固形物 搾汁分離かす と液
体 搾汁液 に分離し 搾汁液はメタン発酵槽へ導入する
が 残った搾汁分離かすが 一つ目の廃棄物 以後 搾汁
分離かす と称す となる 次に メタン発酵槽の消化液





とらえる 以後 脱水汚泥 と称す 以上 プラント廃棄
物の 搾汁分離かす 水分含有率 : 0+.2* と 脱水汚泥




て 搾汁分離かす割合が多い場合を想定して実験 +を 脱
水汚泥割合が多い場合を想定して 実験 ,を実施した
実験 +は 搾汁分離かすに混合する脱水汚泥の割合を
重量比で /* .* --および *の .水準 区分名は
それぞれ 汚泥 /*区 汚泥 .*区 汚泥 --区および
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より行った
実験 ,は 脱水汚泥の排出割合が 重量で搾汁分離かす
の ,倍の場合を想定して実施した なお 脱水汚泥は水分
含有率が 1+.--と大きく水分調整が必要なことから 水
分調整材として稲藁 水分含有率 : .,.** と米糠 水分
含有率 : ,*.13を用い調整後の水分含有率が 0/およ
び 01となる ,水準 区分名はそれぞれ 稲藁 0/区と





区で .* 01区で +*であったまた米糠の搾汁分離
かすに対する混合割合は 0/区で ,* 01区で /で
あった この実験は平成 +-年 2月 ,2日より行った
両実験には 生ゴミ処理機 日立電気社製 : ゴミパック




肥の切り返し 撹拌 を +,時間ごとに /分間にした ま
た 撹拌機が設置された開放型堆肥化施設において機械的
通気を行う場合 通気量は +分あたり発酵槽容量の +*
が適量とされていることから3 コンポスタ容量 ,* lに




移は通風乾燥機 +-/で乾燥 を用いて測定した CN
比 実験 ,のみ は CNコダ MT-1** : ヤナコ分析
工業株式会社製 を用いて測定した
調査期間は実験 + ,とも ,週間 +.日間 とし 堆肥
のサンプリングは 堆肥調製 実験開始 時 +週間後 調
査終了時の -回とした
結果および考察




に達する高温を示した 汚泥 *区の堆肥温度は 調製直
後に急上した後 /日目以降は他の -区に比較して低下が
著しかった これに対し 脱水汚泥が混和されている汚泥
-- .*および /*区の堆肥温度は 調製直後は低い
が /日目から +*日目では /* 程度を維持し その後
ゆっくりと低下した
水分含有率の推移を表 +に示した 汚泥 *区の水分含
有率は 堆肥調製後急激に下がり その後も徐に低下が

















, 実 験 ,
堆肥温度の推移を図 ,に示した 調製直後では 稲藁
0/区と稲藁 01区および米糠 0/区の温度が いずれ
も米糠 01区より高かった -日目から 1日目の間では
米糠 0/ 区の温度がもっとも高く推移し ついで稲藁
0/区および稲藁 01区が高く 米糠 01区の温度は低
く推移した その後 稲藁 0/区と米糠 0/区は .*





図 + 堆肥温度の推移 実験 +













すなわち 実験 +では温度上昇の大きかった汚泥 *区
では著しい水分含有率の低下が見られたのに対し 実験 ,









CN比の推移を表 -に示した すなわち 調製直後で
は稲藁区の CN比は米糠区よりも大きかったこれは
稲藁の CN比が -+.+1であるのに対し 米糠が +1.**
であったことに起因する +週間後では 稲藁区の CN比

































加藤ら2も 同様な廃棄物 脱水ケキ の堆肥化には
+ 切り返し回数 , 送風空気の温度 - 通気量の調節の
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Summary : Bio-gasplant collects a methane gas from livestock excreta. This is a useful way of dealing
with the bad smell because all treatment is carried out in closed tanks. But the treatment of digested
sludge and other sludge discharged from the system becomes an issue. This study is an experiment
in mixed composting of the digested sludge and other sludge. The purpose of this experiment is to
grasp the essentials of the sludge for composting on a small scale ; +*kg approximately in total. The
results show clearly +) Only in digested sludge, the temperature of manure is high and it dries quickly ;
,) In case of other sludge mixed with digested sludge, the moisture of manure maintains a certain
level ; -) In case of higher portion digested sludge, the degree of temperature of the manure is raised
by the addition of rice straw or rice bran and ; .) even a small addition of rice straw on manure raises
the degree of temperature of the manure.
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